
（（様式５）           令和４年度 研究報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーワード： ICT 読むこと SAMR モデル 打ち言葉 

 

要旨： 生徒の生活の中の｢読むこと｣を考えてみると、その中心はイ

ンターネットを介した言葉のやりとりにますます比重が置かれ、

授業においても電子メディアを介して生徒の主体的・協働的な

学びがより身近になった。本研究では研究の所在を、ICT を活

用する際の｢情報｣の更なる活用と、｢言葉｣の指導の検討の必要

性として、研究の目的を⑴国語科における ICT を活用した指導

の課題を｢情報の活用｣と｢言葉｣に着目して明らかにすること、

⑵｢今後の国語科における ICT を活用した指導の在り方｣につい

て実践的な指導内容を構想することとして調査及び研究実践を

行った。研究では、まず先行研究により情報と言葉に関して課

題を見出した後、これを踏まえて「SAMR モデル」に基づく授

業の構想モデルを開発し、実践研究を実施した上でその学習効

果を検証した。 
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１. 問題の所在と研究の目的 

本研究の目的は、国語科における ICT を活用

した指導の課題を｢情報の活用｣と｢言葉｣に着目

し明らかにした上で今後の国語科における ICT

を活用した指導の在り方について実践的な指導

内容を構想しその効果を検証することである。 

生徒の生活の中の｢読むこと｣の中心はイン

ターネット（以下「ネット」）を介した言葉の

やりとりにますます比重が置かれつつある。授

業においても GIGA スクール構想により、一人一

台の情報端末が整備され、ネットやスマート

フォンといった電子メディアを介して生徒の主

体的・協働的な学びがより身近になった。三

宅・益川(2014)は ICT を活用した指導の利点に

ついて以下のように述べている。 
 
ICT は教室を飛びこえ社会に目を向けさせ、

『違い』の発見を促す。そして自分が正し

いと感じているものとは違う視点が意識さ

れることによって知識は｢広がり｣をもつ。

その経験が｢考え｣の適用抽象度を上げ、適

用範囲を広げる。 
 
この点に関して高校国語科としては新たな授業

構想の開発が求められる。そこで注目したのが

SAMR モデルの考え方である。SAMR モデルとは、

Ruben.R.Putendura(2014)により一般化された、

授業でテクノロジーを使ってデジタルな学習環境

を作るモデルである。一方で、国語科として ICT

を利用するにあたっては｢言葉｣の指導に関しても、

教育的アプローチの検討が必要である。ICT を活

用するとき生徒の思考はいわゆる｢打ち言葉｣で表

現される。田中(2014)によると「打ち言葉」とは

「インターネットを介したコミュニケーションに

おいて、キーボードなどを「打つ」ことにより視

覚化されたことばのことを指す」。これまでの国

語科指導において｢打ち言葉｣の特徴を捉えた上で

の指導は十分とはいえず、これに関して手立てを

講じる必要がある。 

 

２.研究の方法 

⑴｢情報の活用｣と｢言葉｣に関する指導の課題 

先行研究の整理、教科用図書調査、質問紙調

査を通して、ICT を活用した指導の成果と課題を

｢情報の活用｣と｢言葉｣に着目して整理した。質

問紙調査は令和３年２月下旬～３月上旬に都立

中等教育学校の高校１年生 140 名、高校２年生

130 名(計 270 名)を対象に実施した。 

⑵実践研究 

 ⑴で論じた課題をふまえて授業モデルを開発

し、都立高等学校第１学年２学級(75 名)を対象

に実践研究を行った。その後実践研究の効果に

関して SAMR モデルの観点から検証した。調査時

期は令和 4年 6月上旬と 9月上旬である。 

 

３.研究の結果 

⑴｢情報の活用｣と｢言葉｣に関する指導の課題 

まず「情報の活用」については、SAMR モデル

の｢M（変容）｣を企図した学習環境の整備を課題

として挙げた。教科用図書調査によれば、これ

までの ICT を活用した国語科での指導は、SAMR

モデルの観点から点検すると｢S（代替）｣から

「A（拡張）」段階であり、｢M（変容）｣段階を

実現させることが今後求められる。さらに国内

外の SAMR モデルに関する先行研究を整理し｢M

（変容）｣段階を成立させる要素を｢接続化｣｢個

人化｣｢協働｣と定位した。 

「SAMR モデル」について補足する。このモデ

ルは四つの段階から構成される（図 1）。野中

(2019)によると、テクノロジーを使った学習環

境は Substitution（代替）｢これまで行われてき

た教育を、新しく出現した別のテクノロジーを

使 っ て 実 現 す る と い う 段 階 ｣ に あ る 。

Augmentation（拡張）は｢単なる代替にとどまら

ず、教育機能が改善され、テクノロジーを使う

ことによって教育機能が改善される段階｣である。

Modification（変容）、Redefinition（再定

義）は、前の二つの段階に対して従来とは異な

る 次 元 に 教 育 を 進 め る 。 野 中 (2019) は

Modification（変容）の段階を｢テクノロジーを

使うことによって『教える/学ぶ』関係が変容す

る段階｣であると説明している。本研究では、

「M（変容）」段階を企図した授業を構想した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に「言葉」については、先行研究と質問紙

調査により、メディアと言葉の関係を考えさせ

るための｢打ち言葉｣に関する授業開発を今後の

課題として挙げた。質問紙調査の結果、石黒

(2020)が述べた｢打ち言葉｣としてのメンタリ

ティ（｢情報面の欠如｣｢感情面の欠如｣）が認め

られた。この｢情報面の欠如｣に対して、高校生

図 1 SAMR モデル（出典：Putendura(2014)による） 



は様々な方策をとっていることも調査により明

らかになった（表 1）。 

 
 

⑵実践研究 

⑴で明らかにした課題を踏まえ授業モデル

（図 2）を開発し、都立高等学校第１学年２学級

(75 名)を対象に実践研究を行った。 

 
 図２①「ネット上の書評を読む活動」におい

て生徒にネット書評に対する自分の評価をワー

クシートに記入させた。筆者はそれらを五つの

群(｢Ⅰ分析｣｢Ⅱ反論｣｢Ⅲ共感｣｢Ⅳ深掘り｣｢Ⅴ Ⅰ

～Ⅳ以外｣)に分類した。 

次に生徒の反応を SAMR モデルから検証した。

SAMR モデルの「M（変容）」を企図した本実践に

対して生徒は４通りの反応を示した（図 3）。

｢Ⅰ分析｣・「Ⅱ反論｣群は M（変容）、｢Ⅲ共感｣

群は S（代替）～A（拡張）、｢Ⅳ深掘り｣群は S

（代替）段階の環境に合致する。｢Ⅴ （Ⅰ～Ⅳ

以外｣)群は S（代替）に合致しない反応を見せた。 

 

４.研究の考察 

本研究の成果として２点を挙げる。 

第一に、生徒のネット使用に関わる｢言葉｣の

感覚を調査し課題を明確にした上で「言葉」を

学ぶ授業を開発・実践したことである。構想モ

デルは生徒にとって｢打ち言葉｣について考え、

「言葉」に自覚的に向き合うために有用な授業

であることを明らかにすることができた。 

第二に、高校国語科において SAMR モデルに基

づいて「M（変容）」を企図した授業を構想・実

践し、生徒の反応を検証したことである。これ

まで高校国語科において SAMR モデルに基づき授

業を成立させる要素を定位し授業を構想・実践

した研究は管見の限り無い。本研究では SAMR モ

デルの「M（変容）」段階を成立させるためには

「接続化」「個人化」「協働」の３要素が揃う

活動の必要を見出し、これを踏まえて授業を開

発・実践した。実践を通して生徒の反応は約半

数が「M（変容）」段階に相当する反応を示した。

一方で約半数は他の反応を示したことから、環

境整備に対して生徒は複数の反応を示すことが

明らかになった。 

本研究の課題として「M（変容）」段階を企図

した際、恒常的に複数の生徒の反応群が現れる

ことを追試により確認する必要を挙げる。 

しかしながら本研究によって高等学校国語科

において新たな概念を用いた実践から今後の ICT

を活用した授業を提案することができた。今後

の授業において SAMR モデルに基づく更なる実証

を続けることで、生徒の主体的な学びを支えて

いきたい。 
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